
 

２０２０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【北九州市】 

学校名【北九州市立 徳力小学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
北九州市立徳力小学校 第４学年 ２学級 ７３名 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ ○ 総合的な学習の時間 ）  

４ 目 標  

 （ねらい） 

・ オリンピック種目であるトランポリン競技について学び、体

験を通して器械体操のよさを理解したり、器械体操の楽しさを

味わったりする。 

・ トランポリン競技者の方の話を聞いたり、トランポリン体験

をしたりして、進んで様々なスポーツに挑戦しようとする心情

を養う。 

５ 取組内容 （１）２０２０年ＴＯＫＹＯオリンピックの開催を知り、過去の

オリンピックについて調べる。【事前学習】 

 ○ オリンピックの目的や過去の開催地を調べる。 

 

（２）オリンピックの競技種目を調べ、オリンピックについての

興味・関心を高める。【事前学習】 

○ オリンピックの種目を調べる。 

  
（３）トランポリンの体験をする。【体験学習】 

 ○ ３名の講師の模範演技を見る。 

 

○ 基本的なトランポリンの技を体験する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）感想を書く。【事後学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トランポリンでとぶと、いつもジャンプするよりも高

くとべるので楽しかったです。前に体験したことがある

ので、ひさしぶりにやってすごくワクワクしました。ト

ランポリンの先生が見せてくれたわざがかっこよくて、

ぼくもやってみたいと思いました。 

わたしはトランポリンを体験して、最初はむずかしか

ったけれど、教えてくださった先生のわざを見て、自分

もちょうせんしてみました。先生の話を聞くと、少し前

を向いてとぶのが良いと分かったので、やってみたら上

手にとべて楽しかったです。 

ぼくはとんでみて、はじめは怖かったけれど、だんだ

んとなれて、とぶことが出来るようになりました。ぼく

は、高い所が苦手だけれど、トランポリンだと全然こわ

くなくなりました。 初めてだったけれど、とても楽し

くて良い体験になりました。 



６ 主な成果 

 

○ 自然に跳びはねることができるトランポリンを体験するこ

とで、みんな笑顔になっていた。 

○ トランポリンの基本的な技に、段階的に挑戦していくことで

達成感を感じたり、運動の楽しさを改めて感じたりする児童が

多かった。 

○ 競技スポーツとしてのトランポリンを体験することで、通常

の学校教育ではできないことを体験させることができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○ トランポリン協会の方の協力を得て、４台の本格的なトラ

ンポリンを使って、実際に体験させることができた。そのた

め、一人一人の児童の体験時間が多く、様々な技を体験する

ことができた。 

○ １台のトランポリンにつき、１人のインストラクターがつ

くため、初めてトランポリンを体験する児童も不安なく活動

することができた。 

８ 主な課題等 ○ トランポリンの輸送費がかかるため、半日だけの開催とな

り、１学年だけしか体験できない。他の学年にも経験させたか

った。輸送面等で、工夫できないかと思う。 

○ 事後学習で、オリンピックなどの映像を見せることができれ

ば、更に児童の興味・関心を高めることができると思われる。

来年度は、映像を準備したい。 

9 来年度以降

の実施予定 

○ 来年度も本年度と同様、トランポリン体験を通して、児童が

オリンピックスポーツに実際に触れることができる機会にし

たい。 

 


